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みんなでつくる 
  イエナプランの輪 
   De kring《デ・クリング》 

一般社団法人日本イエナプラン教育協会 オランダ支部  会報誌 
vol.3 ２０１８年8月号 

 

夏のティルブルグ市。中心街が見 

事な遊園地になる。あらゆる季節 

にオランダ各地で見られるケル 

ミス（kermis：移動式遊園地）。 

この光景、何度見ても見慣れ 

ない… （山地） 
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オランダ支部主催 第１回目イベント レポート🎤🗒 
（山地芽衣） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

オランダ支部の記念すべき第１回目となるイベントは、ママさん哲学者、武田
昌子さんによる「子育てに活かそう！哲学の基礎セミナー」でした！日照りの
強い７月１５日日曜日。アムステルフェーンの公民館に支部メンバーと９人の
参加者が集まりました。 
 
今回のセミナーの目的は、哲学のイロハを押さえながら、なぜこの現代に“哲学”
なのか。また、哲学によって子どもの理性を解放することについて考えること。
と、スライドにはソクラテスやプラトン、アリストテレスに始まり演繹法と帰
納法、経験主義やらカントやら、うーん、若い時に学校で見たな～…という印
象のワードがズラリ。さらに哲学と科学の違いや、哲学という学問においてど
のように論を証明していくのかという専門的なところまで。どれも難しそうに、
あるいは、遠い昔の記憶のようにしか聞こえないかもしれません…が！そこを
マコさんが面白おかしくしながらも詳しく教えてくれました。彼女の勢いのあ
るジョークで、人類史上偉大とも言えるソクラテスが、現代のドラマにでも出
てきそうなキャラクターに思えるほど、私は身近に感じられました。 
 
さて、マコさんの懇切丁寧に積み重ねていく解説のおかげでセミナーはクライ
マックス。学校教育の中でもよく耳にする“批判的思考”と“理性”の関係へとトピ
ックは進んでいきます。ここでマコさんは、イマヌエル・カントの言葉を借り
て言います。権威あるものや人の論理に頼らず、自分の理性でその物事をスキ
ャンし直すことだ、と。なるほど、そういう意味での“批判的思考”なのか、と私
の中でこの言葉の表現の意味がストンと落ちました。そして、子育てにおいて
親にできることは、子どもが自分の理性を使うことを褒めて伸ばすことだ、と
マコさんはまとめます。 
 
目も耳も気持ちもなかなか離せないマコさんの話でしたが、そんな様子は他の
参加者のみなさんも同じようでした。「知りたい」、「楽しい」、ときには「でも
実生活でそれするのって…」と、哲学と自分の世界に没頭する横顔がいっぱい
見られました。最初の方に紹介されたアリストテレスの“すべての人間は、知る
ことを欲する。”という言葉をまさにそのとき目の当たりにしたのです。どんな
に歳を重ねても知欲は止まることを知りません。 
 
さあ次回は、哲学シリーズ後半となる哲学実践編。リヒテルズ直子さんを講師
としてお招きし、子どもたちを交えての会です。ご家庭や親戚、お友達や職場
仲間とも？日常のいろいろな場所で哲学対話ができますように。心にハッピー
のある人たちで世界が溢れますように。詳細は P.6 をご覧ください！ 
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（牧野 恵） 
 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

de Kleine Planeet school  2018. 5. 22 
 

＝ 学 校 訪 問 レ ポ ー ト ＝ 

５月中旬に、以前学校研修の際にお世話になった実習校に再び見学に行か
せてもらった。この学校は私の３つ目の実習校であり、先生方や子ども達
の雰囲気が素敵で、とても好きな学校の一つである。研修中には先生方の
チームとしての雰囲気、子ども達が自立して学びに向かう姿などなど、た
くさんのことを学ばせてもらった学校であり、今回も訪問させてもらうの
をとても楽しみにしていた。 
 
午前中はアッパークラス（４，５，６年生）での見学をさせてもらった。
ちょうどブロックアワーの時間だったようで算数の学びをクラス全体で行
っていた。この時間クラスを進めていたのはアシスタントティーチャー
で、デジタルボードに映し出された計算式を解くようだった。先生の合図
で、子ども達は自分の名前の入った小さなノートにボード一面に映し出さ
れた足し算・引き算を解いていく。学年ごとに問題の違いはなく、みんな
同じ問題を解いていた。イエナプランというといつもみんな違う事をして
いると思ってしまうが、こうやって時間を区切って緊張を感じる中で一斉
に問題を解く時間もある。子ども達の学びをより効果的にするために、
色々なやり方を取り入れるイエナプラン教育はやっぱり面白いと感じる場
面であった。 
 
ちなみに、子ども達のノートを覗いてみると計算式はなく、答えの数字だ
けを書き、その後ボードに映し出された答えを見て自分でチェックを入れ
ていた。どの計算ができたか、できていないか先生が後から確認しないの
かな？というより、自分がどの計算でつまずいたのか分かるのかな？い 
                           や、そもそもこれは計算をひたすら解く 
                             のが目的で、振り返りや確認はまた別の 
                           機会かな？とつい日本と比較したり疑問 
                           をもったり、想像力を巡らせながら見る 
                             ことができたのは面白かった。 
 
                            午後はこの学校に２０年ほど勤めている 
                           という、ベテランの I 先生がおられるミド 
                           ルクラス（１，２，３年生）の見学に行か 
                           せてもらった。このクラスはこの先生と若 
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い先生の２人担任制。この日は I 先生が主にクラスを担当しているようだ
ったが、若い先生も出勤していて自分の仕事をしながら、クラスの中を何
度か出入りしている。私が入った時はサークル対話を行っていて、さらに
アシスタントティーチャーがサークルの話をリードしていた。デジタルボ
ードには「plagen（からかう）」と「pesten（いじめる）」と映し出され、
そんな難しい内容についてアシスタントティーチャーが話をしているの
か、と単語を見てびっくりしてしまった。アシスタントティーチャー、い
わゆる実習の先生にこの話題で話をリードさせるには難しそうであるし、
正直自分がもし実習中にこの話をして、と言われてもとても悩んでしまう
だろうなあと思ってしまう反面、こうやってアシスタント時代に大切な内
容の対話のリードを任される程子ども達と先生の信頼感ができている事、
このような対話ができるような、アシスタントティーチャーの学びの場と
して環境が整っている事が素晴らしいなあと感じた。 
 
子ども達の話す具体的な内容までは詳しくわからなかったが、子ども達な
りに意見を出したところで、途中で話をそばで聞いていた I 先生が口火を
切り、相手と自分との違いや同じところを子ども達に尋ねたようだった。 
 
先生の問いかけに、子ども達はサークルの中にいる友達や先生について髪
の毛の長さや服装の似ている所など相手と同じところと違うところについ
て気付いたことを言い始めた。何人か話したところで、一人の女の子が私
との共通点について話してくれた。ちょうどこの日私は眼鏡をかけていた
のが同じだったらしく、彼女は自分の持っていた眼鏡を鞄から出して見せ
てくれた。ちょっとしたことだったけれど、私は自分を受け入れてくれた
ようで、とてもうれしい気持ちになった。人種も年齢も違う相手に共通の
部分を見つけ、微笑み合えるというのは、とても心地の良い経験だと感じ
る場面であった。 
 
日本でも障がいの有無や LGBT、人種などをはじめとする多様性についてニ
ュースなどでよく目にするようになってきているが、だれもがもつ違いを当
たり前のこととして認め合える社会になるためには、日本はまだまだ時間が
かかりそうなことを感じずにいられない。そして、このような子ども達の対
話を目の当たりにしていると、移民の多いオランダだから人種の多様性とし
ての環境が整っていて、自然に互いを認め合えるようになっているというこ
とではなく、教育や社会の中で子ども達は互いを認め合い心地よく過ごすた
めの対話と経験を日々積み重ねているのだということが分かった。 
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（武田 昌子） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

哲 学 的 オ ラ ン ダ ラ イ フ エ ッ セ イ 
マコ の 

 〜 その２ 〜 

最近巷では、子どもとの哲学的対話、というのが流行っているようですね。実はこれ、子ど
ものことをよく知るためにとってもいいと思います。しかし、間違っても、子どもに何かを
（哲学とか、道徳とか）教えようなんて思ってはいけません。反対に、子どもから、彼らの
心のうちにある何かを引き出すつもりで、子どもと向き合ってみてはいかがかと思うのです。 
 
かくいう我が家には子どもが 2人いますが、長男の Kは、親が恥ずかしくなるほどの究極の
守銭奴。彼は、ヒマさえあれば、折り紙や画用紙でお札や硬貨を作って、せっせと財布にた
めこんでいます。もちろん、ホンモノのお金も大好きで、よく貯金箱の中のお金を全部出し
て一心不乱に貯金額を数えていたりもします。親としては、ここまで拝金主義でいいのだろ
うか？と、心配にもなるし、不安にもなるし、セラピーでも行くか？なんて考えも頭によぎ
ったり。そんなある日のこと。 

私：ねぇ、自分にとって、何が大事なことだと思う？ 
K：ちゃんと先生のいう事を聞いて、お勉強すること。 
私：じゃあ、ママにとって大事なことはなんだと思う？ 
K：ママも学校行ってるんでしょ。そしたら、先生のいう事聞い
て、宿題もやって、ちゃんとお勉強しないと！ 
私：（絶句！お、おっしゃる通りです・・・。） 
 
＜しばしの沈黙の後・・・＞ 
 
K：ねぇ、ママ。大学に行ったら、たくさんお金がもらえる？ 
私：大学ではもらえないのよ。でも、大学のお勉強が終わった後、
お仕事を見つけて、そしたらお金がもらえるの。あなたはお金を
たくさんもらいたいの？ 
K：うん。 
私：どうして？ 
K：お金がないと食べ物が買えないよ。そしたら、ご飯が食べら
れない。2週間ご飯を食べないと死んじゃうんだから！！ 
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〈会報誌 De kring タイトルの由来〉 
 

De はオランダ語の冠詞、 
kring は輪（サークル）の意味です。 
イエナプランの大切にする活動の１つ、 
‘サークル対話’に由来しています。 

; 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

 
 

 
 
  
    
 

 
 

 
 

	

私：もし、あなたがたーくさんお金をもらって、自分の食べ物を
買って、それでもまだお金が残ったらどうする？ 
K：お金のない人にあげる。食べ物が買えるから。 
私：今、あなたの周りには、お金がなくて食べ物が買えない人は
誰かいるかしら？ 
K：・・・・（しばし考えてから）いないと思う！ああ、よかった
ーー！！（と、遊びに戻って行きました・・・） 

この日の会話から、私は、彼にとってのお金の価値を知った。お金は、自分の命をつなぐた
めのものとしてとらえられていたんだ。お金への執着は、自らの生への執着だったんだ。生
きて行こう、存在していこうとする意志の表象だったんだ、ということを知った時、いかに
自分が子どものことを知らなかったのかに気づき、はっとさせられた。それに、彼が自分の
ためだけにお金が欲しいわけではなく、他人の命をもつなげるように、と考えていたなん
て・・・そんな彼にセラピーとか考えていた私・・・ダメ母です（泣笑）。 
 
哲学的な対話、とは、一方的にこちらから価値や知識を押し付ける事では決してありません。
その人にとって何が価値あるものなのか、それを語りの中で引きだしてくる作業、もしくは、
答えは出せないとしても、語ることの意義を知るためのものだと思うのです。あなたも、今
晩はゆったりとくつろげる時間を見つけて、子どもの声を聞いてみませんか？ 
 

と こ ろ で … 

アミューズメントパーク、エフテリング(Efteling)の首長おじさん。 
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E-mail：oranda@japanjenaplan.org 

日本イエナプラン教育協会オランダ支部主催 

 

7月に日本イエナプラン協会オランダ支部主催の「哲学セミナー基礎講座」に引き続き、9月は実践
として「哲学ワークショップ」を開催します。なんと今回使用する「てつがくおしゃべりカード」の

翻訳者で、また日本イエナプラン教育協会の特別顧問としてご活躍されているリヒテルズ直子さんを

お迎えできることとなりました！！今回はカードを使った講座となりますので、大人の方だけでなく

子どもも参加出来る楽しい哲学ワークショップです。この会でぜひ一緒に遊び、学び合いましょう。 

日    時：	 2018 年 9月 8日（土） 
場    所：	 De Meent（アムステルフェーンにある公民館です） 
住    所：	 Orion 3, Amstelveen 
時    刻：	 10時～13時 
参加費用：	 大人 15ユーロ、子ども（４歳～１８歳）10ユーロ 

※当日現金にてご用意ください。 
申込締切：	 2018年 9月 1日（土） 
申込方法：	 下記メールアドレスまで、お名前・電話番号・参加人数をお知らせください。 
	 	         または、下記 URLに入力していただくか、QRコードをスキャンしていただく 
            とお申込フォームが開きます。 

メールアドレス：	 oranda@japanjenaplan.org     QRコード： 
URL：	 https://goo.gl/forms/j9hfPKl58lNvln0o1 
 

講師紹介 

リヒテルズ直子 
九州大学大学院博士課程修了。専攻は比較教育学・社会学。1996年よりオランダ
在住。グローバル・シチズンシップ・アドバイス＆リサーチ社代表、日本イエナ
プラン教育協会特別顧問。 
ファビアン・ファンデルハム『てつがくおしゃべりカード』『てつがく絵カード』
（ほんの木）翻訳。著書に『オランダの教育』『オランダの個別教育はなぜ成功し
たのか』『オランダの共生教育』（いずれも平凡社）、『公教育をイチから考えよう』
（共著、日本評論社）ほか、訳書にセンゲら『学習する学校』（英治出版）がある。 


